


























膜形成や 内皮細 胞被覆 によっ て、 大多 数の症例 にお いて は生体 に適合 し問題 を

残さな い。 しか し、 これら異物 は移植 直後か ら血流 に曝さ れ異 物表面 が直接血

液に面す るため、 前記 の治 癒機転 が働く まで は、 異物 表面の血 栓形成、 易感染

性等、 重 大な合 併症 を発症 する可能性 を秘めている。 このため 患者は 術後急性

期に抗凝 固療法、 抗生物質 の投与 が必 要となる。 特 に人工血管 置換術 をう けた

患者は生涯にわたる抗 凝固療法 を継続 しな けれ ばならず、 ｍｏｂｉｄｉｔｙを高めで い

る。 さ ら に、 異 物 は 生 体 内 に 永 続 的 に と どま り、 吸 収、 成 長 の 可 能 性 は 皆 無 で

ある。 これら生体 にとって の欠点を克 服するため、 組 織工学で は体内で 徐々 に

分解吸収さ れる素 材を細胞 の足場 として用 い、 細胞 が細 胞間質蛋 白質 を産 生 し

た段階で 吸収消失 するため、 組織が完 成した段階にお いては組織 内に異物 は残

存 し な い。 こ の 点 で 本 法 は移 植 細 胞 の 脱 分化、 再 分 化、 組 織 の 再 構 築 が 期 待 で

き、 ひいて は組織の 成長を達成 できる。 また、 従来の補填 物使用 によ る手術 に

比しても安価に 実施でき、 自已組織のため拒 絶反応 も存在 しな い。幽
生分解性ポリマ ーを応用 した組織 工学 による 血管組織 研究 は国内外 を通 じ

で皆無で ある。 米 国におい て同様の 手法を用いた人工 皮膚研究 は散見さ れる。
心臓血管領 域での 組織工学 は今後本邦 においても急速 に普及 して いく ものと考

えられる。 脳外科 領域にお いて同様の方 法による人工硬 膜の作成、 臨床 治験が

京都 大 学 にお い て 開 始 さ れ て い る。遼
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（着想の経緯）

小児心臓外 科領 域に用 いられる 補填材料 に求め らる一つの 理想と して成長性

が挙 げられる。 近年、 再 建術式 を考 慮する上で将来の 再狭窄 を回避す べく 様々
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＜ ヒ ト細 胞 のｉｎＶｉｔｒＯ 実 験＞

ヒ ト静脈片よ り採取 した 平滑筋細胞、 線維芽細胞、 内皮細胞 を用 い て
ポリマ

ー上での 増殖能、 ポリマ ーへの接着性、 成長因 子の 影響等の分
子生物 学的研 究

を ｉｎ ＶｉｔｒＯ で 行 う。

２．臨 床 応 用

＜ 自 已 細 胞 を用 い た ティ ッ シュ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 方 法 ＞

心臓カ テーテル検査時、 または手術時、 腸骨
稜より体重あたり ５ｃｃ の骨髄液

を完全清潔下 に採 取 し、 直ち に比重遠心 法にて単核球
細 胞単離 を行う。 細胞 培

養液 は 使用 せ ず、 細胞 浮遊液 は全 て自己 血清 とした。
生分 解性 ポリマ ー は、

メ ッ シ ュ 状 （ｐｏｒｏｃｉｔｙ＝９５％ ａｉｒ） の ＰＧＡ（ｐｏ１ｙ－ｇ１ｙｃｏ１ｉｃ ａｃｉｄ）を シ
ー ト 状 ス ポ ン

ジ状のＰＣＬ－ＰＬＡで補強 したも のを使用する。 厚さ は約 １ｍｍ で生体内で

の分解は約 ８－１０ 週で完結するよう デザイ ンさ れている。 播種する 細
胞数 は１

ｃｍ２あた り約 １００万個とする。 ポリ マー上に播種さ れた細胞のう
ち約５０％の

細胞 がポ リマ ー繊 維に接 着 し、 細胞／ポリ マー構 成物 が作成さ れる。 こ
れを開

心術時 にパ ッチ あるい は導 管と して使用 する。 術後約 １ヶ月後 に、 心 臓カ テ
ー

テ ル、 造 影 検 査、 心 臓 超 音 波検 査 を行 い フ ォ ロ ー ア ッ
プ は ６ ヶ 月 毎 に に 心 臓 超

音波検 査を用 いて 形態学 的検索及 び内膜過形成の有 無等 を経過 観察す る。 術後

遠隔期にも心臓カテー テル造影検査 を施行する。

３瞳
参考論文と して は臨 床家と して 研究者 として の考 えを示せ るものを引用 する よ

う につ と め、 臨 床 で 現 在 何 が 問 題 で あ る か、 方 向 性
を 示 し た。 さ ら に、 我 々 循

環器科臨床 医が、 日常的に遭遇 する症例、 あるいは高度 医
療を必要 とする症 例

の治療法 につ いて考察する際に参考 となるよう な論文 を列記 した。

まとめ

平成１４年度はおもに、 ヒ ト細胞培養の技術
的な手法を確立し、 動物実験では細

胞一ポリ マーの 人工血管移 植を犬モ デルにて施行 した。 本研究 費によ り十分な

研究成果 が得 られ、 結果 は前述の学 会で発表 した。
さ らに当科 では、 研究成果

を基に平成 １１ 年 ４ 月 には東京女子医大倫理委 員会で の是認も得られ、 平成 １２

年 ５ 月 に臨床応用 第一例 目が施行さ れ、 良好な血管が得ら
れている。 今後 もさ

らに臨床例 を積み重 ねて検討を 加えて報告する。 臨床例 は現 時点で４ ３例
とな

り、 現 在経過 観察中 であるが、 す
べで 静脈 内圧での使用 で経 過は良好 である。

・１４一



しか しなが ら、 臨床 での動脈組 織移植に 関して
は、 未 だ張力に問題 点

があ り、

基礎実験 を継 続する必要があると考える。

・１ ５・
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